
も
設
立
に
大
き
く
関
与
し
て
、

支
配
人
を
務
め
た
。恒
德
は
子

規
の
後
見
人
で
、子
規
が
頼
り

に
し
た
相
談
相
手
だ
っ
た
。

（注） 開館日時は、イベント開催や祝日等により変更される場合がありますので、各施設までお問い合わせください。
 なお、料金につきましても同様にお問い合わせください。

『坂の上の雲』のまち松山

12月第3水曜日（天守のみ）

東雲口
　9～17時（季節により変動。入場は、営業終了30分
前まで。）

 　　また、大井戸から発見されたロ
シア金貨に日露戦争当時のロシア兵男性捕虜と日本人女性看護師と思われる名前が彫
られており、この金貨は国境を越えたラブロマンスの証と考えられた。こうしたこと
から「恋人の聖地」に選定されている。

小説の世界と明治の日本をテー
マに、映像や展示物でわかりや
すく紹介。まちづくりの情報発
信基地でもある。コンクリート
のうちっぱなしに三角形のユ
ニークな形状が特徴。2 階には
「こども本の森 松山」がある。（令
和7年7月～）( P10-11 参照)

大正11年（1922）、久松家第15代当主久松定謨（ひさまつさだこと）が別邸と
して建てた洋館。当時の松山の最高の社交場だった。小説にも登場する定謨は
陸軍武官としてフランスに駐在したことから同地の建築様式をとり入れた。設
計は東京帝大出身で松山の実業家・新田長次郎の女婿になった木子七郎（きご
しちろう）。敷地内には漱石ゆかりの愛松亭跡碑や書簡碑がある。平成23年11
月29日に国の重要文化財に指定された。

松山観光ボランティアガイ
ドの会のメンバーが長者ヶ
平に常駐。観光客などに松
山城の見どころをガイドし
ます。

予約先
松山観光ボランティアガイ
ドの会事務局
089-935-5711

松山城初代城主・加藤嘉明（かとうよしあき）が、
慶長7年（1602）から約四半世紀の歳月を費や
して築いた名城。天守は132mの勝山の山頂に
そびえ、門や櫓など国指定重要文化財が多数。
土・日曜・祝日朝9時には開門登城太鼓が打ちな
らされる。松山平野を360度見渡せる天守から
の眺望は、まさに絶景。

12月第3水曜日

二之丸薪能
にのまるたきぎのう

能楽は、松山では藩主の庇護のもと盛んに
行われ、今日まで受け継がれてきた伝統芸
能。松山城二之丸史跡庭園で、かがり火に
照らされた松山城の石垣を背景に舞囃子、
狂言、能を鑑賞できる。

松山城三之丸の堀は、戦後間もない昭和
23年に、進駐軍から埋め立て命令が出さ
れましたが、多くの方々の反対運動により
守られました。現在、堀之内東口には堀の
保存に関わった先人たちの功績を後世に
伝えるため、解説板を設置しています。

松山の伝統芸能

堀之内（三之丸跡）
ほりのうち（さんのまるあと）

先人たちによって
守られた城濠

電停県庁前から徒歩5分
　　　　　　（季節により変動。
入園は営業終了30分前まで。）

電停南堀端からすぐ
　　　　　  松山市堀之内　　  089-948-6854
（松山市市街地整備課）

萬
翠
荘
を
設
計
し
た
木
子
七
郎

の
作
品
。昭
和
４
年
建
築
。翼
の

よ
う
に
広
が
る
左
右
対
称
の
構

え
、威
厳
を
た
た
え
格
式
の
高
い

フ
ォル
ム
が
美
しい
。令
和
３
年
２

月
に
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
た
。平
日
９
〜
17
時
に

無
料
見
学
可（
要
予
約
）。

藩にすぎたものと言われた能
道具を多数所蔵していて、
愛媛県の有形文化財に指定されている。


